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ファンドラップ（ウエルス・スクエア） 
日本株式 

運用報告書(全体版) 
 

第２期（決算日2018年３月29日） 
 

作成対象期間（2017年３月30日～2018年３月29日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2016年10月20日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

主として、日本の株式を実質的な投資対象とする投資信託証券に投資し、信託財産の成長を目標に運用を行うことを基本とします。 
投資信託証券への投資は、高位を維持することを基本とします。また、投資信託証券への投資を通じて、実質的な日本の株式（当該投
資信託証券が実質的に保有する株式を勘案します。）の組み入れが概ね高位となることを目途として、投資信託証券への投資を行うこ
とを基本とします。投資信託証券への投資を通じて実質的に保有する株式（当該投資信託証券が実質的に保有する株式を勘案します。）
以外の資産への実質投資割合は、原則として信託財産総額の50％以下を基本とします。 
投資信託証券への投資にあたっては、株式会社ウエルス・スクエアによる各投資信託証券の期待リターンやリスク水準等の定量分析お
よび投資環境等の定性判断等に基づく投資配分比率に関する助言をもとに各投資信託証券への配分比率を決定します。なお、組入投資
信託証券については適宜見直しを行います。 

主な投資対象 
主として有価証券に投資する投資信託証券を主要投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金
融商品等に直接投資する場合があります。 

主な投資制限 投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2016年10月20日 10,000 － － 100.00 － － － 1 

１期(2017年３月29日) 11,169 0 11.7 114.87 14.9 97.7 0.7 152 

２期(2018年３月29日) 12,338 5 10.5 129.61 12.8 94.4 1.4 780 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ ベンチマーク（＝東証株価指数（TOPIX）（配当込み））は、当社がファンドにおける組入資産の評価時点に合わせて計算を行ったもので

す。なお、設定時を100として指数化しております。 

（出所）東京証券取引所 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2017年３月29日 11,169 － 114.87 － 97.7 0.7 

３月末 10,945 △ 2.0 112.67 △ 1.9 97.7 1.2 

４月末 11,087 △ 0.7 114.10 △ 0.7 97.4 1.1 

５月末 11,315 1.3 116.83 1.7 95.7 1.0 

６月末 11,546 3.4 120.29 4.7 97.6 1.0 

７月末 11,533 3.3 120.80 5.2 98.4 0.2 

８月末 11,583 3.7 120.74 5.1 98.1 0.4 

９月末 11,987 7.3 125.99 9.7 91.7 1.1 

10月末 12,586 12.7 132.86 15.7 97.8 1.1 

11月末 12,802 14.6 134.83 17.4 97.8 1.1 

12月末 12,972 16.1 136.94 19.2 98.9 0.5 

2018年１月末 13,053 16.9 138.39 20.5 98.1 1.2 

２月末 12,630 13.1 133.27 16.0 98.0 1.2 

(期  末)       

2018年３月29日 12,343 10.5 129.61 12.8 94.4 1.4 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年３月29日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。ベンチマークは、作成期首（2017年３月29日）の値が基準価額と同一とな

るように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首11,169円から期末12,338円となりました。 

 

（上昇要因） 

・「野村日本株IPストラテジー マザーファンド」が値上がりしたこと 

・「野村RAFIⓇ日本株投信マザーファンド」が値上がりしたこと 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

○投資環境 

日本の株式市場は、FRB（米連邦準備制度理事会）が利上げを決定し利上げ継続を示唆した

ことなどを背景に、為替が米ドルやユーロに対し円安基調で推移し、企業業績への期待が高

まったことや、昨年10月の衆議院選挙で自民党が圧勝し、経済政策や緩和的な金融政策の継続

に対する安心感が高まったことなどから2017年中は堅調に推移しました。その後、2018年２月

にはインフレ懸念の高まりから米国の長期金利が大きく上昇し、投資家のリスク回避姿勢が強

まったことから株価が下落する局面もありましたが、当作成期間内では値上がりとなりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

日本の株式を実質的な投資対象とする投資信託証券を主要投資対象とし、信託財産の成長を

目標に運用を行いました。 

投資信託証券への投資にあたっては、株式会社ウエルス・スクエア（以下「ウエルス・スク

エア」という）からの助言に基づき、定性評価・定量評価等を勘案して指定投資信託証券の選

定および投資信託証券への投資配分比率の決定を行いました。 

 

・投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、当作成期を通じて高位の組入れを維持しました。 

 

・指定投資信託証券の見直し 

ウエルス・スクエアからの助言に基づき、当期において投資対象ファンドの見直しは行いま

せんでした。 

 

・指定投資信託証券の組入れ比率推移 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当期の基準価額の騰落率は＋10.5％となり、

ベンチマークの＋12.8％を2.3ポイント下回りま

した。 

 

【主な差異要因】 

（マイナス要因） 

［野村RAFIⓇ日本株投信マザーファンド］が、

国内株式市場の平均を下回る騰落率となった

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金については、基準価額水準等を勘案して決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2017年３月30日～ 
2018年３月29日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.041％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,337  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

◎今後の運用方針 

投資信託証券への投資にあたっては、ウエルス・スクエアからの助言に基づき、定性評価・

定量評価等を勘案して指定投資信託証券の選定および投資信託証券への配分比率の決定を行

います。 

ウエルス・スクエアはポートフォリオの構築に当たり、投資信託証券の期待リターンやリス

ク水準等の定量分析および投資環境等の定性判断等に基づき、投資配分比率に関する助言を行

います。 

組入投資信託証券については適宜見直しを行います。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

○１万口当たりの費用明細 (2017年３月30日～2018年３月29日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 71  0.594  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (61)  (0.508)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 6)  (0.054)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.032)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.001   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 71   0.598    

期中の平均基準価額は、12,003円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

○売買及び取引の状況 (2017年３月30日～2018年３月29日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
国内株式マザーファンド 159,299 257,843 16,223 27,581 

野村RAFI®日本株投信マザーファンド 176,229 244,947 103,526 143,500 
野村日本株IPストラテジー マザーファンド 186,876 289,982 41,023 65,833 
野村日本株最小分散ポートフォリオ マザーファンド 56,324 65,354 53,956 63,598 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2017年３月30日～2018年３月29日) 

 

項 目 

当 期 

国内株式 
マザーファンド 

野村RAFI® 
日本株投信 

マザーファンド 

野村日本株 
IPストラテジー  
マザーファンド 

野村日本株 
最小分散ポートフォリオ 

マザーファンド 
(a) 期中の株式売買金額 75,210,175千円 12,452,531千円 584,151千円 305,344千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 337,195,340千円 11,186,143千円 619,363千円 376,702千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.22   1.11   0.94   0.81   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年３月30日～2018年３月29日) 

 

＜ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜国内株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 35,730 359 1.0 39,479 1,277 3.2 

貸付有価証券(株式) 116,497 9,506 8.2 116,942 11,283 9.6 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

＊貸付有価証券（株式）の買付額等は貸付、売付額等は返済を示しています。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

＜野村RAFI®日本株投信マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 239 52 21.8 12,212 273 2.2 

平均保有割合 1.5%       
 
 
 

＜野村日本株IPストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 407 13 3.2 176 18 10.2 

平均保有割合 26.7%       
 
 
 

＜野村日本株最小分散ポートフォリオ マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

 

＜国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 125 419 1,480 

 
 
 

 

＜国内株式マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 51 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 6千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.032千円 

（B）／（A） 0.5％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 
  

利害関係人の発行する有価証券等 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2017年３月30日～2018年３月29日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2018年３月29日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

国内株式マザーファンド 3,161 146,237 242,402 

野村RAFI®日本株投信マザーファンド 81,351 154,053 222,530 

野村日本株IPストラテジー マザーファンド 15,107 160,960 262,848 

野村日本株最小分散ポートフォリオ マザーファンド 16,883 19,251 24,033 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年３月29日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

国内株式マザーファンド 242,402 30.9 

野村RAFI®日本株投信マザーファンド 222,530 28.3 

野村日本株IPストラテジー マザーファンド 262,848 33.5 

野村日本株最小分散ポートフォリオ マザーファンド 24,033 3.1 

コール・ローン等、その他 33,296 4.2 

投資信託財産総額 785,109 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年３月29日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 785,109,917   

 コール・ローン等 7,897,190   

 国内株式マザーファンド(評価額) 242,402,666   

 野村RAFI®日本株投信マザーファンド(評価額) 222,530,976   

 野村日本株IPストラテジー マザーファンド(評価額) 262,848,844   

 野村日本株最小分散ポートフォリオ マザーファンド(評価額) 24,033,280   

 未収入金 25,396,961   

(B) 負債 5,044,220   

 未払収益分配金 316,135   

 未払解約金 2,613,724   

 未払信託報酬 2,102,937   

 未払利息 15   

 その他未払費用 11,409   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 780,065,697   

 元本 632,270,007   

 次期繰越損益金 147,795,690   

(D) 受益権総口数 632,270,007口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,338円 
 

（注）期首元本額は136,248,150円、期中追加設定元本額は686,095,423

円、期中一部解約元本額は190,073,566円、１口当たり純資産額

は1.2338円です。 
 

○損益の状況 (2017年３月30日～2018年３月29日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      2,865   

 支払利息 △      2,865   

(B) 有価証券売買損益 27,025,994   

 売買益 41,354,181   

 売買損 △ 14,328,187   

(C) 信託報酬等 △  3,083,466   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 23,939,663   

(E) 前期繰越損益金 1,013,457   

(F) 追加信託差損益金 123,158,705   

 (配当等相当額) (    7,985,248)  

 (売買損益相当額) (  115,173,457)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 148,111,825   

(H) 収益分配金 △    316,135   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 147,795,690   

 追加信託差損益金 123,158,705   

 (配当等相当額) (    9,003,265)  

 (売買損益相当額) (  114,155,440)  

 分配準備積立金 24,636,985   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年３月30日～2018年３月29日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年３月30日～ 
2018年３月29日 

a. 配当等収益(経費控除後) 8,394,405円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 15,545,258円 

c. 信託約款に定める収益調整金 123,158,705円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,013,457円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 148,111,825円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,342円 

g. 分配金 316,135円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 



品 名：90001_180311_002_03_ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式_716663.docx 

日 時：2018/5/11 9:05:00 

ページ：11 

 

－ 11 － 

ファンドラップ（ウエルス・スクエア）日本株式

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①付表中「別に定める率」を0.2％から0.25％に変更する所要の約款付表変更を行いました。 

  ＜変更適用日：2017年６月22日＞ 

 

②付表中「別に定める率」を0.25％から0.2％に変更する所要の約款付表変更を行いました。 

  ＜変更適用日：2017年12月27日＞ 
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